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ンティティが強まると考えられている。具体的には，権威からの尊重（Lind & Tyler, 






























































4 － 1 ．調査対象者：
県立の総合病院（254床）に勤務する看護師，および准看護師168名を調査対象者とし
た。調査対象者のうち，師長，副師長，主任を除く，役職のない一般看護師125名（看
護師119名，准看護師 5 名，不明 1 名；男性25名，女性100名）を分析対象とした。年代
は20代49名，30代61名，40代 9 名，50代 6 名であった。看護師としての平均経験年数は
8.5年であり，当該病院での平均勤続年数は4.8年であった。







身が封筒に質問紙を封入することとした。計 3 回の調査を実施した。Time 1は2008年
4 月，Time 2は08年10月，Time 3は09年 2 月であり，各期の回収期間は 2 週間を設定
した。なお，次に示す質問内容の内，Time 1では 1 と 2 を，Time 2では 3 を，Time 3
では 4 への回答を依頼した。
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4 － 3 ．質問項目：




























4 － 3 － 4 ．職務における協力行動：
看護経験 4 ～ 5 年目の看護婦の行動分析（内川・吉田, 2000）を参考に，現職の看護
師 3 名に確認を受けながら独自に作成した14項目について，今年の 4 月からの業務の中
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=.87）の 3 因子を得た。なお，この 3 因子構造について，確認的因子分析を実施した
が，やはり十分に高い適合度を得た（CFI =.933, RMSEA =.088）。RMSEAについては，
0.08以下が適合度が高いとされる基準とされている（山本, 2002）。ただし，0.10以上が
RMSEAの採択すべきでない基準ともされている（山本, 2002）ことから，探索的因子
分析においても 3 因子構造が得られ，加えて非常に高い信頼性係数（αs >.86）も得ら
れたことから，今回の確認的因子分析の結果についても，十分に以降の分析に耐えうる
ものと考える。
共有リーダーシップの 4 項目について， 1 因子構造として確認的因子分析を実施し，


















RMSEA =.076）。また，信頼性係数も十分に高い数値が得られた（αs =.88, .82, .86）。




確認できた（rs >.23, p  <.01）。また，Time 1の同僚からの尊重は，Time 3の職種間
協力行動，職種内協力行動に加えて，業務上の間違いを指摘するという指摘協力行動
（Time 3）とも有意な正の相関関係があることが確認できた（rs >.19, p <.05）。Time 1
の社会的評価は，Time 3の職種間協力行動のみと有意な正の相関関係があることが確
認できた（r =.25, p <.01）。以上の結果は，仮説 1 を支持する結果であった。
次に，Time 1で測定した変革的リーダーシップの一側面である知的刺激が，Time 3
で測定した看護師の職種内協力行動と弱い正の相関関係にある傾向が認められた（r 
=.16, p <.10）。これは，仮説 2 を一部支持する結果であった。また，Time 2で測定した
共有リーダーシップについては，Time 3の職種間協力行動，職種内協力行動に加えて，
業務上の間違いを指摘するという指摘協力行動（Time 3）とも有意な正の相関関係が
あることが確認できた（rs >.22, p <.05）。これは仮説 3 を支持する結果であった。そし
て，この知的刺激と共有リーダーシップとの間にも有意な正の相関関係が確認できた
（r =.30, p <.01）。この結果は，仮説 4 を支持する結果であった。
Table 1
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（p <.05），職種内協力行動（p <.001），および指摘協力行動（p <.05）をポジティブに
規定した。すなわち，単純相関で認められた変革的リーダーシップの職種内協力行動へ
の効果は，共有リーダーシップに仲介されることが示された。また，医師からの尊重は，





（p <.10）。以上の結果は，仮説 5 を支持するものである。
Figure 1 　 変革的リーダーシップ，尊重，および共有リーダーシップの効果に関するパス解析
変革的リーダーシップと共有的発揮形態の効果138



























































































Branscombe, N. R., Spears, R., Ellemers, N., & Doosje, B. （2002）. Intragroup and intergroup 
evaluation effects on group behavior. Personality and Social Psychology Bulletin, 28, 744-753.
Cicero, L. & Pierro, A. （2007）. Charismatic leadership and organizational outcomes: the 
mediating role of employees’work-group identification. International journal of 
psychology, 42, 297-306.
淵上克義（2002）．リーダーシップの社会心理学 ナカニシヤ出版





Li, C. K. & Hung, C. H.（2009）．The influence of transformational leadership on workplace 
relationships and job performance. Social behavior and personality, 37, 1129-1142.
Lind, T. A., & Tyler, T. R. （1988）. The Social Psychology of Procedural Justice. New York: 
Plenum.
Manz, C. C. & Sims, H. P.（1989）. Super-Leadership-leadeing others to lead themselves. 




社会学部論叢　第20巻第 2 号 2010. 3〔40〕
141
Mullen, J. E. & Kelloway, E. K.（2009）．Safety leadership: A longitudinal study of the 
effects of transformational leadership on safety outcomes. Journal of occupational and 
organizational psychology, 82, 253-272.
中山洋子・野嶋佐由美（2001）．看護婦の仕事の継続意志と満足度に関する要因の分析 看護, 
53, 81-91.
Nielsen, K., Randall, R., Yarker, J., & Brenner, S.（2008）．The effects of transformational 
leadership on followers’ perceived work characteristics and psychological well-being: A 
longitudinal study. Work & Stress, 22, 16-32.
大坪庸介・島田康弘・森永今日子・三沢良（2003）．医療機関における地位格差とコミュニ
ケーションの問題：質問紙調査による検討 実験社会心理学研究, 43, 85-91. 
Pearce, C. L. & Manz, C. C.（2005）．The New Silver Bullets of Leadership: The Importance 
of Self- and Shared Leadership in Knowledge Work. Organizational Dynamics, 34, 130-140.
Rowold, J.（2008）．Effects of transactional and transformational leadership of pastors. 
Pastoral Psychol, 56, 403-411.
Sasou, K. & Reason, J. （1999）．Team errors:definition and taxonomy. Relia-bility Engineering 
and System Safety, 65, 1-9.
田中堅一郎（2004）．従業員が自発的に働く職場を目指すために ナカニシヤ出版
Tyler, T. R. & Blader, S. L.（2001）．Identity and cooperative behavior in groups. Group 
Process & Intergroup Relations, 4, 207-226.
Tyler, T. R. and Lind, E. A. 1992 A relational model of authority in groups. In M. Zanna（Ed.）, 
Advances in Experimental Social Psychology, 25, 115-191. New York: Academic Press.
内川洋子・吉田道雄（2000）．病院における看護経験 4 ～ 5 年目の看護婦の行動分析⑴：患者
に対する行動の収集と分析 熊本大学教育学部紀要, 49, 1-9.
渡部聡（1994）．日本語版集団自尊心尺度構成の試み 社会心理学研究, 10, 104-113.
山本嘉一郎（2002）．共分散構造分析とその適用 山本嘉一郎・小野寺孝義（編）Amosによる
共分散構造分析と解析事例第 2 版 ナカニシヤ出版 pp.1-22.
山内佳子（2004）．医療事故とコミュニケーション看護, 56, 40-42.
山内佳子・山内隆久 （2000）．医療事故：なぜ起こるのか，どうすれば防げるのか 朝日新聞社
Yang, Y. F. （2009）．An investigation of group interaction functioning stimulated by 
transformational leadership on employee intrinsic and extrinsic job satisfaction: an 
extension of the resource-based theory perspective. Social behavior and personality, 37, 
1259-1278.
吉澤徹（2002）．地域医療におけるチーム医療 鷹野和美（編）チーム医療論　医歯薬出版株式
会社 pp.58-64.
註　調査計画の立案，調査の実施に際しては，岡山大学大学院保健学研究科の早瀬良助教と広
島大学大学院総合科学研究科の坂田桐子教授に多大なご助力を頂いた。記して謝意を表したい。
